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論　　文　　の　　要　　旨
　原子核分裂はそれが発見されて以来，既に半世紀が過ぎたが，液滴モデノレはその定量性から言って
他のモデノレを抜きんでており，数々の成功を修めてきた。
　しかし，近年重イオソによるアクチナイド標的核との核分裂反応角分布は，液滴モデルの予測値よ
りもはるかに大きなAnisotropy（非等方性）を実験的に示し間題となった。殊に19F＋232Th系などでは
クーロソ障壁近傍で異常に大きなAnisotropyを示し，既存のモデノレでは説明できない重要な問題を提
起した。
　この物理的原因としては3つの事が論文では考えられた。
（1）　複合核を経由しない直接反応による核分裂が大きな寄与をしている。
（2）　複合核の角運量Jの分布が広く，＜J2〉が非常に大きい。
（3）　液滴モデルによる角分布を決めるSadd1e　poi耐上のK．2の決め方に間題がある。
　（1）～（3）の可能性を調べる為，著老は次のような実験と解析を遂行した。
1）直接反応による核分裂の寄与
　筑波大タソデム加速器とTime　of　Fhght散乱檜を用いて，一9F＋232Th系に対し重心系のエネルギーで
83MeVから101．6MeVまで核分裂片の角分布を測定した。そして，直接反応による核分裂の寄与を定
量的に抽出する目的で直接反応と核分裂片との同時測定，及び2つの核分裂片の速度ベクトルが張る
実験室系の角度Foiding　A㎎leの分布を測定した。
　これより得た結論は，直接反応による核分裂の寄与は10％程度であり，異常に大きい角分布の
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Anisotropyは殆どすべて複合核の状態に起因するというものである。
2）複合核の角運動量分布
　液滴モデルによる核分裂反応角分布のAnisotropyに対する近似式は，
　　　W（0．or180。）　　　＜J2〉　　　　　　　　　　　　　～　1＋
　　　　W（90。）　　　　　4K02
で与えられ，ここでK　l＝∫侶∫プT／h2であり，TはSadd1e　Point上の温度，
　　　1　　　　　　1　　　　　1
　　　　　　　＝　　　　一　　　　はSadd1e　Po耐上のeffe1t1ve　momeRt　of　mert1a
　　ノ、〃　　　　ノヨヨ　　　ノ⊥
である。
　著者はこの間題を調べるにあたり，
a）複合核のスピソ分布を角融合一核分裂反応断面積の励起関数からもとめた。
　その結果，大きな角運動量分布＜J2〉は導入する必要がなかった。
b）クーロソ障壁よりも10MeV上で角分布を再現するように実験値からK．2を決めた。
　このようにしてクーロン障壁の10MeV上から8MeV下まで約10％程度の誤差で角分布は滴液モデ
ルの表現式でうまく表現された。
　注目すべきは，実験から求めたK．2の値は滴液モデルの約半分であり，それはScissi㎝pointの値に
ほぼ等しい。
c）K．2の問題点
　以上a），b）の結論より推論して，核分裂の角分布はScissi㎝poiΩtで決まるという観点に立て
ぼ，現象は極めて無理なく説明できることが分かった。
　更に著者は，Scission　Poi耐Mode1を用いたS．2＝（K．2）、、。を用い，これとチャソネルスピソの関
係＜S＞を使って，
　　　　（K02）、、、＝S02＝2κ＜S＞2■■16
角分布によりチャソネルスピソ＜S〉を評価してみた。
　更にこれとγ線より求めた多重度からの＜S〉を比較すると良い一致が得られることを示1した。
　こうして，Scission　Point　Modelの妥当性を証明した。
審　　査　　の　　要　　旨
　この研究は重イオソ核分裂反応の角分布がSadd1e　Pointで決まるか，Scissi㎝Poi耐で決まるかとい
う中心的課題に正面から取り組み，世界の常識に反して従来の液滴モデルの限界性を定量的に示し，
Scissi㎝Point　Mode1の妥当性を説得力をもって提唱した。
　核分裂角分布の非等方性の異常な高まりについて，（1）直接反応核分裂の寄与が小さいことを実験
的に示し，（2）複合核の高いスピソによらないことを解析的に示しつつ，（3）Scissi㎝Point　Modeiで無
理なく実験データーを再現できること，更にγ線多重度の測定より求めたチャソネルスピソと角分布
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より求めたそれが良く一致する驚くべき良い結果を示した。
　この研究は，この分野で世界の一線の水準に達しており，その新しい物理的解釈はイソバクトを与
えるであろう。
　よって，著老は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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